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切手（住職の似顔絵）は高田さんのお孫さん 五十崎美羽さん７歳 の作品です 19 

   20 

 21 

 22 

 23 

 24 

≫≫≫ 25 

支 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

【 前住職・聞思
も ん し

】  

＜進君の勘定書き＞         

 
一、市場に行きちん         十円 
 
二、お母さんのあんまちん     十円 
 
三、お庭のはきちん         十円 
  
四、妹を学校に連れていきちん  十円 
 
五、婦人会時のおるすばんちん  十円 
 
お母さんへ  進  合計   五十円 
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＜お母さんの勘定書き＞ 

一、 高い熱が出てハシカに 
かかった時の看病代 
 

二、 学校の本代、ノート代、 
えんぴつ代 

三、 寒い日に着るオーバー代 

  
四、 毎日のおべんとう代 
 
五、 進君が生まれてから 

今日までのお世話代 

進君へ お母さん   合計 

  

 

六、   

 

ただ 

 

ただ 

ただ 
 

ただ 

ただ 

ただ 



 
 
新年のご挨拶 

 
    あけましておめでとうございます。昨年を振り返りますと、ハラスメント 

が明るみになった１年だったように感じます。 

そこには、自分は正しい、正しい言動をとりさえすれば困った事に遭遇 

しない、との思いこみがありそうです。しかし現実は、原因と条件が合わさり、 

結果がでます。いくら正しくても条件次第では、あらがいようのない困難に 

遭遇してしまうのでしょう。 

ハラスメントの語源は、harassement「極度の疲労」という言葉だそうです。 

困り悩んだ時にやり場のない感情が、いじめやいやがらせとして、他者を 

攻撃してしまうようです。 

悩みは尽きないのかもしれません。そのようななか、悩み苦しみをどのよう 

に受け止めるかは、私たちに与えられた自由です。 

他者に攻撃してしまう危険性を教えられながら、悩み苦しみの中から、 

生きる喜びを見つけ、一生を大事に生きていく、そんなことを親鸞聖人も 

ご先祖の諸仏も願われているのでしょう。 

親鸞聖人は、「浄土にてかならずかならずまちまいらせそうろうべし」 

と言われています。今年もよろしくお願いいたします。 

 

 
 
 
 

これって仏教語？ 
       

 
ぜんざいは、寒い冬には身も心も温めてくれる極上の甘味です。 

しかしもとは、お釈迦さまが、真理にかなっていることを讃（たた）える 

時に、“善きかな”とおっしゃられた言葉として、経典によく出てきます。 

甘い“ぜんざい”を食べたお坊さんが、あまりの美味しさに驚いて、 

思わず“善哉”（よきかな）と叫んだことから、お釈迦様のこの意味深い 

言葉が、甘党にはこたえられない食べ物の名前となったのだそうです。 

 

善哉（ぜんざい） 
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 2 

 3 

『ためして仏教 !!』のお彼岸企画で、徳蓮寺さんへ行って来ました。  4 

法話やお寺の歴史など様々な興味深いお話を聞くことができました。  5 

こちらは長い歴史を持つお寺です。江戸時代の 1637 年に小倉城の  6 

城下町に創建され、昭和 27 年に小倉駅の工事に伴い、現在の地に  7 

移転しました。伊藤住職は 15 代目を務めています。  8 

   風格のある門をくぐると 9 

庭はきれいに手入れされており、 10 

本堂は威厳を感じさせます。 11 

周りは近代的なマンションが 12 

建つ住宅街ですが、ここでは、 13 

時間がゆったりと流れている 14 

ようです。 15 

徳蓮寺  小倉北区下富野 2-7-21 16 

(撮影は、2023年 1１月) 17 
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 20 

文化祭を終えて  文化祭実行委員 Kさん 21 

今回の文化祭は、コロナウイルスの蔓延等があり、５年ぶりです。 22 

 久しぶりの文化祭にも関わらず多くの方々に足を運んで頂きました。段取りが悪く 23 

うまく出来ない部分がありましたが、スタッフの方々によく働いて頂き活躍され、 24 

来寺された方・スタッフ共々に充実感あふれる文化祭になったと思います。 25 

来年以降は、お寺以外の外部の 26 

方、若い方にもご協力頂き、今ま 27 

での文化祭を継承しつつ、新しい 28 

ことも取り入れ、誰もが楽しめ 29 

る文化祭を目指せればと思って 30 

います。              バザーでの買い物の様子     猫の譲渡会 31 

 32 

手ぶらで寺ぶら お寺を散歩 



 
お盆法要のお話  

 

今回のお話は、供養（供給資
くきゅうし

養
よう

）についてです。意味は、私が慎み敬いの 

心をもって供えること、そして私が給う（たまう）こと、それは、私を資け 

（たすけ）、心を豊に養うことになるという意味です。お供えし、それを仏様 

から頂くことにより、私が頂くまでには、実に様々なおかげや犠牲があった 

という背景を、想像する為です。 

もし私からお供えする心が出てきたならば、それは、亡くなって仏様になった 

方から頂いた心によってではないでしょうか。 

その心は、あなたの命は、大切でかけがえのない命、最後まで大事に生ききって

ほしいという、願いでしょう。私以上に、私を思ってくださる願い（供給資養） 

に気づいた時、自分を大切に生きていくきっかけになるのではないでしょうか。 
 
  
ご   御門信徒さまから頂いたご感想御門信御門信徒徒さ

まか 
お供えの話は、とっても身近で嬉しかったです。幼い頃から炊きたてのご飯、

頂き物、通知表、賞状全て仏壇に見せるというか、お供えしていました。 

勿論、朝晩手を合わせてからの食卓でした。だから今でもまずは、仏様に 

手を合わせるのが一番はじめに行うことです。 

幾つになっても習慣は、自然と引き継がれていくのですね。 

生きていく上で衣食住、人間全てのことに感謝の気持ちを常に忘れずに、 

人生最期まで大事に思える人でありたいと思っています。                 

 ペンネーム 九龍 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

法要準備のお手伝いのお願いです 

光照寺の改修工事を一昨年終えました。皆様の大切なお寺で、後の代の方の為にも、 

ご縁ある方と一緒に大事に管理したいと思っています。お力をお貸しください。 

    ５月２５日(土）   1２時 ～ １３時  春の法要準備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

202４年 光照寺 上半期スケジュール表

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７日(日)

１３時半～14時半頃 

『ためして仏教！！』

 

４日(日)  

１３時半～1４時半頃 

『ためして仏教！！』

 

１０日（日） 
時間は決まり次第お知らせ致します 

お掃除と法話

 

２日(日)  

１３時半～1４時半頃 

『ためして仏教！！』

 

 

７日(日)  

１３時半～1４時半頃 

『ためして仏教！！』

 

 

 

２５日(土)13時半

２６日(日)10時・13時半

春季法要 
親鸞聖人お誕生会 

御門信徒総永代経 

     海 法龍 師 

 

〔再生可能エネルギーとしての木質バイオマス発電で 
生じる燃焼灰の資源化に成功〕 
 

御門徒さんの高巣幸二様（北九州市立大学国際環境工学部教授）のグル

ープが、燃焼灰をコンクリートの材料に化工する技術を開発した。 

セメントの場合、製造時に、多くの二酸化炭素が排出されるが、この灰を

使うと 6割削減出来る。将来北九州の地に、世界初の灰を使ったジオポリ

マーコンクリートの建築物を建築するのが最終目標とのことである。 
         

（２０２３、１０、２５ NHKニュースブリッジ北九州より） 
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・新ご門信徒様の紹介 

松岡様・下西様がお仲間に入りまし

た。宜しくお願いします。 

・ご報告 

小田様・境田様・佐藤様・山田様・

山中様・その他数名の方のご寄付が

ありました。有難うございました。 

・お知らせ 

『ためして仏教！！』（定例法座）

は、第１日曜日 13時半より 

1時間程度行うことになりました。 

皆様のご参加お待ちしております。 
 

令和５年度分のご門信徒年会費 

のご入金は、令和６年３月３１日 

までにお願いします。 

 

 

コロナウイルスの感染状況がだ

いぶ落ち着いて来ましたので、文化

祭を 10月 29日（日）に 5年ぶりに

開催しました。 

お天気にも恵まれ、絶好の文化祭日

和となりました。初めての試みとし

て、猫の譲渡会や駐車場に於いてフ

ードコートを設け、飲食をして頂き

ました。 

久しぶりの行事で、てんやわんやの

1日でした。 

 フリーマーケットで、ご寄付頂い

た品々や、お手伝いをして頂いた

方々、本当に有難うございました。 

そして、お疲れさまでした。 

 収益の一部を福祉の方へ、ご寄付

させて頂きました。   前坊守 

          

 

編集後記


